
タフロック防火商品カタログ 2024/25A 正誤表

■		本文51ページ
　 タフロックイチジカンBOXシート 施工手順（中空壁施工）

誤

正

●当該建築物の検査を行う確認検査機関もしくは所轄行政の判断によっては、ボックス側の防火措置が必要な場合もあります。（中空壁施工時）必ず当該建築物の確認
検査機関や所轄行政に確認してください。
●TAFKPに工法表示ラベルは同梱されておりません。別途弊社ホームページより工法表示ラベルを請求してください。
●鋼製ボックスを取り付ける前に施工してください。

使用上のご注意

施工手順　（片壁施工）

施工手順　（中空壁施工）

充填材（別売品）
品名 品番 容量 販売単位

ダンシールKP
TAFKP 0.28kg 1袋
TAFKP36 10.08kg 1箱（36袋入）

充填材使用量（目安）
貫通物 角穴 丸穴

種　類
サイズ 本数 開口寸法 充填量

（g） 開口寸法 充填量
（g）

PF管

（CD管）

呼び 22

1本 50× 50 60 φ 50 50
2本 50× 75 90

φ 75 100

3本
75× 75 130
50×100 120 φ100 190

100×100 240 ─ ─
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スイッチ・コンセントボックス用防火措置材

2個用ボックスの施工例

①
内面用シートの剥離紙をはがし、ボックスの内
面に貼ってください。
内面用シートは柔らかくて曲がるので、塗代カ
バーを取り付けた後でも貼ることができます。

（透明のフィルムは付いたままご使用ください。）

①
充填材（ダンシールKP）を開
口内に22mm以上、充填し
てください。使用量は、右
下の表を目安にしてくださ
い。

②
最後にパテの表面をならし、
施工完了です。電線管の端
口には、必要に応じてパテ
材等で閉塞できます。

（ 大臣認定による規定はあり
ません。）

②
カバー用シートの剥離紙をはがし、塗代カバーの左右一方に貼り付けてください。
剥離紙を少しはがし、塗代カバーの端に合わせてから貼るようにするときれいに貼れます。

（透明のフィルムは付いたままご使用ください。）

③
カバー用シートをもう一枚用意し、塗代カバーの左右反対側にも同様に貼り付けてください。ボックス
を壁面に取り付け、ボックス付近に工法表示ラベルを貼り付けて施工完了です。

※電線管・ケーブルの出口が片壁を貫通する場合には別途、認定工法で施工してください。

※中空壁の場合は、ボックス側は必要に応じて、タフロックイチジカンBOXシートを施工してください。

塗代カバーは各種対応しています。
・13ミリカバー　・5ミリカバー　・平カバー
・1〜4個用までの各サイズ
（上記いずれも樹脂製は使用できません。）

長手方向

長手方向

長手方向

内面用シート

カバー用シート

断面から見た図

断面から見た図

塗代カバー
シートの長手方向に
対し、左記のように
塗代カバーを取り付
けてください。

ポイント：塗代カバーのねじ穴にシートが被ら
ないように、始めに位置合わせをしてください。

シートが重なる部分
は必要に応じて切り
落としてください。 耐火上、すき間ができな

いようにシート同士を被
らせて貼ってください。

その他の施工例
2個用平カバーを使用した場合の施工完了図

カバー用シートと内面用シート
の境目に隙間ができない程度に
切って頂いて構いません。

ダンシールKP

角穴 丸穴

※ダンシールKPは170ページ参照。
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●当該建築物の検査を行う確認検査機関もしくは所轄行政の判断によっては、ボックス側の防火措置が必要な場合もあります。（中空壁施工時）必ず当該建築物の確認
検査機関や所轄行政に確認してください。
●TAFKPに工法表示ラベルは同梱されておりません。別途弊社ホームページより工法表示ラベルを請求してください。
●鋼製ボックスを取り付ける前に施工してください。

使用上のご注意

施工手順　（片壁施工）

施工手順　（中空壁施工）

充填材（別売品）
品名 品番 容量 販売単位

ダンシールKP
TAFKP 0.28kg 1袋
TAFKP36 10.08kg 1箱（36袋入）

充填材使用量（目安）
貫通物 角穴 丸穴

種　類
サイズ 本数 開口寸法 充填量

（g） 開口寸法 充填量
（g）

PF管

（CD管）

呼び 22

1本 50× 50 60 φ 50 50
2本 50× 75 90

φ 75 100

3本
75× 75 130
50×100 120 φ100 190

100×100 240 ─ ─
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スイッチ・コンセントボックス用防火措置材

2個用ボックスの施工例

①
内面用シートの剥離紙をはがし、ボックスの内
面に貼ってください。
内面用シートは柔らかくて曲がるので、塗代カ
バーを取り付けた後でも貼ることができます。

（透明のフィルムは付いたままご使用ください。）

①
充填材（ダンシールKP）を開
口内に22mm以上、充填し
てください。使用量は、右
下の表を目安にしてくださ
い。

②
最後にパテの表面をならし、
施工完了です。電線管の端
口には、必要に応じてパテ
材等で閉塞できます。

（ 大臣認定による規定はあり
ません。）

②
カバー用シートの剥離紙をはがし、塗代カバーの左右一方に貼り付けてください。
剥離紙を少しはがし、塗代カバーの端に合わせてから貼るようにするときれいに貼れます。

（透明のフィルムは付いたままご使用ください。）

③
カバー用シートをもう一枚用意し、塗代カバーの左右反対側にも同様に貼り付けてください。ボックス
を壁面に取り付け、ボックス付近に工法表示ラベルを貼り付けて施工完了です。

※電線管・ケーブルの出口が片壁を貫通する場合には別途、認定工法で施工してください。

※中空壁の場合は、ボックス側は必要に応じて、タフロックイチジカンBOXシートを施工してください。

塗代カバーは各種対応しています。
・13ミリカバー　・5ミリカバー　・平カバー
・1〜4個用までの各サイズ
（上記いずれも樹脂製は使用できません。）
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断面から見た図
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塗代カバー
シートの長手方向に
対し、左記のように
塗代カバーを取り付
けてください。

ポイント：塗代カバーのねじ穴にシートが被ら
ないように、始めに位置合わせをしてください。

シートが重なる部分
は必要に応じて切り
落としてください。 耐火上、すき間ができな

いようにシート同士を被
らせて貼ってください。

その他の施工例
2個用平カバーを使用した場合の施工完了図

カバー用シートと内面用シート
の境目に隙間ができない程度に
切って頂いて構いません。

ダンシールKP

角穴 丸穴

※ダンシールKPは160ページ参照。
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本カタログに誤りがございましたのでお詫びして訂正いたします。
また、弊社ホームページにおきましては、修正が反映されたWEBカタログを公開しております。


